





















































































小林の「ランボオ伝」は，ジャン・マリ・カレの La vie avantureuse de
















































































































































































































































































































「ランボオ伝」では，《Une Saison en Enfer》は，より一般的に，『地獄



















































































































































































































































































ある。「バルザック逸話集」の典拠は，Balzac anecdotique Jules Bertaut ;
choix d’anecdotes recueillies et précédées d’une introd Published 1908 である。
小林の文章は，この原書から摘出された忠実な訳読である。「バルザック
伝」の方は，その青年期やベルニー夫人との関係の叙述に，Balzac Alphonse
Séché et Jules Bertaut 1890 が使われた可能性がある。さらなる典拠の可能




また，Balzac sa vie et ses œuvres D’apres sa correspondance 1858（『わが










































































４）『アルチュール・ランボー』「第六章 ランボーの諸作品」 橋本一明 小沢書店
１９８５年７月











１０）（『バルザック 創造的芸術家』「バルザックの生涯」 エミール・ファーゲ 木
村荘太訳 新しき村出版部 １９２４年）には，他にサント・ブウブやアーサー・シモ
ンズのバルザック論も収録されている。こうした様々な知見が予め小林の胸中にあ
って，〆切に合わせて手本を見ずに，書かれたのかも知れない。
